
１
一
市
立
学
校
の
現
況

①
―
学
校
数
～
五
百
校
を
超
え
る
学
校
数

　
平
成
十
一
年
五
月
一
日
現
在
の
市
立
小
・
中
学
校

の
数
は
、
小
学
校
三
百
四
十
八
校
、
中
学
校
百
四
十

五
校
で
、
合
計
四
百
九
十
三
校
で
す
。
こ
れ
に
市
立

高
等
学
校
と
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
を
加
え
る
と
、

横
浜
市
立
の
学
校
数
は
五
百
十
四
校
に
も
な
り
ま
す

（
表
―
１
）
。

　
こ
の
よ
う
な
学
校
数
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
生
じ

た
急
激
な
人
口
の
社
会
増
に
よ
る
も
の
で
、
例
え
ば

昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
四
年
の
十
年
間
に
、
小
学

校
が
百
二
校
、
中
学
校
も
三
十
七
校
が
開
校
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
口
の
伸
び
の
落
ち
着
き
に
伴
い
、

最
近
の
十
年
間
（
平
成
二
年
か
ら
平
成
十
一
年
）
の
開

校
数
は
、
小
学
校
二
十
一
校
、
中
学
校
三
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
―
児
童
・
生
徒
数
～
減
少
す
る
児
童
・
生
徒
数

　
市
立
小
学
校
の
児
童
数
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
に

二
十
八
万
六
千
六
百
十
七
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
後
減
少
が
続
き
、
平
成
十
一
年
度
は
十
七

万
六
千
八
百
八
十
二
人
で
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
三

八
こ
二
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
校
あ
た

り
の
児
童
数
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
（
ピ
ー
ク
時
）
に

千
九
人
で
し
た
が
、
平
成
十
一
年
度
に
は
五
百
八
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
減
少
数
も

少
な
く
な
り
、
横
ば
い
の
傾
向
が
見
え
て
き
て
い
ま

す
。
（
図
―
１
）

　
市
立
中
学
校
の
生
徒
数
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
に

十
三
万
六
千
二
百
四
十
九
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ

の
後
減
少
が
続
き
、
平
成
十
一
年
度
に
は
八
万
八
百

三
十
三
人
で
、
四
〇
・
七
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
校
あ
た
り
の
生
徒
数
は
、
昭
和
五
十
一
年

度
（
ピ
ー
ク
時
）
に
は
千
三
十
一
人
で
し
た
が
、
平
成

十
一
年
度
に
は
五
百
五
十
七
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
―
学
級
数
・
児
童
生
徒
数
～
学
校
規
模
の
適
正
化

　
　
と
学
級
規
模
の
減
少

　
一
校
あ
た
り
の
学
級
数
は
、
学
校
全
体
の
教
育
活

動
に
あ
た
っ
て
の
一
つ
の
指
標
と
な
り
ま
す
。
小
学

校
の
学
級
数
は
、
運
動
場
や
体
育
館
、
特
別
教
室
の

利
用
調
整
な
ど
に
支
障
を
き
た
す
と
い
わ
れ
て
い
る

二
十
五
学
級
以
上
（
大
規
模
校
）
が
、
昭
和
五
十
五
年

に
五
七
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
一

年
度
は
十
二
～
二
四
学
級
（
標
準
的
規
模
校
）
が
七

九
・
三
％
と
な
り
、
学
校
規
模
が
適
正
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
中
学
校
の
学
級
数
も
、
昭
和
五
十
五

年
度
に
は
二
十
五
学
級
以
上
が
四
四
・
一
％
で
し
た

が
、
平
成
十
一
年
度
は
十
二
～
二
十
四
学
級
が
七

二
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
―
２
）
。

　
学
級
編
制
（
一
学
級
あ
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
の

表－1　学校数・児童生徒数図一1　児童・生徒数の推移

表－2　学校規模の推移
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基
準
）
は
、
小
学
校
で
は
昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成

三
年
ま
で
の
六
年
間
、
中
学
校
で
は
平
成
元
年
か
ら

平
成
三
年
ま
で
の
三
年
間
を
か
け
、
学
年
進
行
で
段

階
的
に
四
十
五
人
学
級
か
ら
四
十
人
学
級
へ
の
移
行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
学
級
あ
た
り
の
平
均
児
童
・

生
徒
数
は
、
小
学
校
で
は
四
十
人
学
級
へ
の
移
行
が

行
わ
れ
る
前
の
昭
和
六
十
年
に
は
三
十
八
・
七
人
で

し
た
が
、
現
在
は
三
十
一
丁
二
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
四
十
人
学
級
の
移
行
前
の
昭
和
六
十

三
年
に
は
四
十
丁
八
人
で
し
た
が
、
現
在
は
三
十

六
・
二
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
―
若
い
学
校
～
創
立
三
十
年
未
満
の
学
校
が
半
数

　
学
校
の
創
立
後
三
十
年
以
上
を
経
る
こ
と
で
、
そ

の
学
校
を
母
校
と
す
る
保
護
者
が
現
れ
、
子
ど
も
の

通
学
す
る
学
校
へ
の
愛
着
が
増
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
創
立
ご
千
年
未
満
の
学
校
数
は
、
小
学
校
で
は

百
七
十
校
で
四
九
％
に
、
中
学
校
で
は
七
十
六
校
で

五
三
％
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
―
２
、
図
―
３
）
。
約

二
校
に
一
校
は
保
護
者
が
通
学
し
て
い
た
頃
に
は
な

か
っ
た
若
い
学
校
で
あ
り
、
エ
不
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ

て
い
る
も
の
の
、
地
域
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
学
校

づ
く
り
と
い
う
点
で
は
、
地
域
と
の
連
携
に
、
よ
り

一
層
の
努
力
が
必
要
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

⑤
―
教
員
数
～
四
十
歳
代
の
割
合
の
増
加

　
小
・
中
学
校
の
教
員
数
は
、
昭
和
五
十
八
年
度

（
ピ
ー
ク
時
）
に
一
万
四
千
六
百
四
十
四
人
で
し
た
が
、

平
成
十
一
年
度
に
は
一
万
二
千
六
百
二
十
九
人
で
、

一
三
・
八
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
教
員
一
人
あ
た
り

の
平
均
児
童
数
は
、
教
員
数
の
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
五

十
八
年
度
に
は
二
十
七
・
五
人
が
、
平
成
十
一
年
度

は
二
十
・
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
員
の
年
齢
別
構
成
比
を
み
る
と
、
昭
和
五
十
八

年
に
は
二
十
歳
代
が
ご
二
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
年
度
は
七
％
に
減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
四

十
歳
代
を
み
る
と
昭
和
五
十
八
年
度
に
一
四
％
だ
っ

た
の
が
、
平
成
十
年
度
は
四
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
歳
代
と
三
十
歳
代
の
合
計
と
、
四
十
歳
か
ら
六

十
歳
代
の
合
計
の
比
率
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
は
七

対
三
で
し
た
が
、
平
成
十
年
度
は
三
対
七
と
逆
転
し

て
い
ま
す
（
図
―
４
）
。
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
増
加
に
よ

り
、
学
級
経
営
が
円
滑
に
な
る
一
方
で
、
子
ど
も
と

の
年
齢
差
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

⑥
―
小
学
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
～
市
立
中
学
校
へ

　
　
の
進
学
率
は
八
割
程
度

　
中
学
校
へ
の
進
学
予
定
者
数
は
、
昭
和
五
十
九
年

度
の
四
万
八
千
九
百
九
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
市
立
中
学
校
進
学
予
定
者

の
比
率
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
は
九
一
・
三
％
で
し

た
が
、
平
成
十
年
度
は
八
二
・
五
％
と
な
り
、
私
立

中
学
校
で
は
一
五
・
六
％
と
な
り
ま
し
た
（
表
―
３
）
。

　
な
お
、
私
立
中
学
校
へ
の
進
学
予
定
者
の
う
ち
、

市
内
と
市
外
を
比
較
す
る
と
、
昭
和
六
十
一
年
度
以

降
、
市
外
私
立
中
学
校
へ
の
進
学
予
定
者
が
上
回
っ

て
い
ま
す
。

⑦
―
中
学
校
等
卒
業
者
の
進
路
状
況
～
高
等
学
校
等

　
　
進
学
率
は
過
去
最
高
に

　
市
立
中
学
校
等
の
卒
業
者
数
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
の
卒
業
者
数
四
万
六
千
六
十
四
人
を
ピ
ー
ク
に
毎

年
減
少
を
続
け
て
お
り
、
平
成
十
年
度
の
卒
業
者
数

は
二
万
九
千
九
十
人
で
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と
、

三
六
・
八
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-

特
集
・
多
様
化
す
る
教
育
環
境
と
社
会
③
子
ど
も
の
教
育
環
境
と
そ
の
変
化
へ
の
対
応

図一2　開校年度別割合（小学校図一3　開校年度別割合（中学校）

図一4　教員数と年齢別構成比表－3　市立中学校と私立中学校への進学率
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卒
業
者
総
数
に
対
す
る
高
等
学
校
等
へ
の
進
学
率

は
、
昭
和
四
十
五
年
度
に
九
割
を
超
え
、
そ
の
後
も

上
昇
傾
向
が
続
き
、
平
成
十
年
度
は
九
七
・
一
％
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
就
職
者
は
昭
和
五
十
八
年
度
以

降
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
十
年
度
は
、
〇
・
七
％

と
な
り
ま
し
た
（
表
―
４
）
。

⑧
―
学
校
開
放
～
進
む
学
校
開
放

　
本
市
で
は
昭
和
三
十
四
年
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
、

小
・
中
学
校
十
五
校
で
校
庭
開
放
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
後
体
育
館
の
開
放
や
プ
ー
ル
の
開
放
も
始

め
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
小
・
中
学
校
全
校
で
の
校

庭
開
放
を
実
現
し
、
ま
た
、
平
成
二
年
度
に
は
生
涯

学
習
や
地
域
活
動
の
身
近
な
場
と
な
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
」
、
平
成
五
年
度
に
は
遊
び
を
通
じ
た

異
年
齢
児
の
交
流
の
場
と
し
て
「
は
ま
っ
子
ふ
れ
あ

い
ス
ク
ー
ル
」
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

開
放
状
況
は
（
表
ト
５
）
の
と
お
り
で
す
。

２
一
今
日
的
な
課
題

①
―
長
期
欠
席
者
の
推
移

　
(
ア
)
小
学
校

　
年
間
に
三
十
日
以
上
欠
席
し
た
本
市
の
児
童
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
調
査
を
始
め
た
平
成
三
年
度
は

千
六
百
五
十
八
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
年
度
に

は
二
千
百
二
十
人
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
年

度
の
長
期
欠
席
者
数
を
理
由
別
で
み
る
と
、
病
気
が

五
二
・
九
％
、
不
登
校
三
五
・
二
％
、
そ
の
他
一

一
・
七
％
、
経
済
的
理
由
〇
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
(
図
―
５
、
図
―
６
）

　
ま
た
、
児
童
数
の
総
数
に
対
し
、
不
登
校
が
理
由

で
欠
席
し
た
児
童
数
の
割
合
は
、
全
国
で
〇
・
三
四

％
で
す
が
、
横
浜
市
で
は
〇
・
四
一
％
で
す
。

（
イ
）
中
学
校

　
中
学
校
で
も
こ
の
よ
う
な
欠
席
者
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
三
年
度
に
は
千
七
百
七
十
六
人
だ
っ

た
も
の
が
、
平
成
十
年
度
に
は
二
千
五
百
六
十
人
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
年
度
の
理
由
別
の
内
訳

を
み
る
と
、
不
登
校
が
八
三
・
四
％
、
病
気
一
〇
・

六
％
、
そ
の
他
五
・
五
％
、
経
済
的
理
由
〇
・
五
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
数
の
総
数
に
対
し
、
不
登
校
が
理
由

で
欠
席
し
た
生
徒
数
の
割
合
は
、
全
国
で
二
・
四
三

％
で
す
が
、
横
浜
市
で
は
二
・
五
四
％
で
す
。

②
―
い
じ
め
の
発
生
件
数

　
い
じ
め
の
発
生
件
数
は
、
小
学
校
で
平
成
七
年
度
、

中
学
校
で
平
成
六
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
小
学
校
で
は

三
百
六
十
三
件
、
中
学
校
で
は
五
百
八
十
件
で
し
た

（
次
頁
図
―
７
）
。

　
学
年
別
の
発
生
件
数
を
み
る
と
、
小
学
校
で
は
学

年
が
上
が
る
ご
と
に
件
数
が
増
加
し
、
六
年
生
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
二
年
生
が
一

番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
―
正
常
な
教
育
活
動
が
困
難
な
学
級

　
平
成
十
一
年
九
月
に
神
奈
川
県
が
行
っ
た
小
学
校

に
お
け
る
「
授
業
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
調
査
」
に

よ
る
と
、
横
浜
市
で
は
平
成
十
年
度
中
に
正
常
な
教

育
活
動
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
学

級
が
、
小
学
校
六
千
三
十
一
学
級
の
う
ち
五
十
五
学

級
（
〇
・
九
％
）
あ
り
、
学
年
別
で
み
る
と
四
～
六

年
生
の
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
次
頁
表
ト
６
）
。

中学校等卒業者の進学率と就職率表－4図一5　長期欠席者数の推移

表－5　学校開放の状況(平成11年10月現在)図一6　長期欠席者理由別内訳
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３

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
（
「
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
結
果
か
ら
）

①
―
学
校
と
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
の
市
民
意
識

　
平
成
十
年
度
の
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
市
民
局

実
施
）
で
は
、
学
校
教
育
や
今
後
の
学
校
の
あ
り
方

の
意
識
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
は
、
学
校
教
育
の
意
味
・
役
割
に
つ
い
て

二
つ
選
択
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
団
体
生
活
・

社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
」
（
六
六
・
一

％
）
、
「
生
活
に
必
要
な
知
識
、
学
力
を
身
に
つ
け
る
」

(
五
五
・
一
％
）
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
（
図
―
８
）
。

ま
た
、
家
庭
教
育
で
必
要
な
事
を
三
つ
選
択
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
子
ど
も
に
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
し
つ
け
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
」
(
六

六
・
五
％
）
、
「
善
悪
の
け
じ
め
を
教
え
る
こ
と
」
(
五

三
・
四
％
）
が
半
数
を
超
え
ま
し
た
（
図
―
９
）
。

　
な
お
、
平
成
十
年
度
と
昭
和
五
十
九
年
度
（
市
民

意
識
調
査
）
と
で
学
校
が
担
う
べ
き
役
割
と
家
庭
が

担
う
役
割
に
つ
い
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
十

九
年
に
六
二
・
〇
％
の
人
が
学
校
が
担
う
べ
き
と
し

て
あ
げ
て
い
た
「
協
力
性
」
が
七
六
・
三
％
に
な
り
、

「
指
導
性
」
が
五
七
・
〇
％
か
ら
七
一
・
五
％
に
な
る

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
お
い
て
、
学
校
が
担
う

べ
き
役
割
と
す
る
人
の
比
率
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
は
家
庭
が
担
う
べ
き

と
答
え
た
割
合
が
学
校
よ
り
も
高
か
っ
た
「
公
共
心
」

（
規
則
を
守
り
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
）
、
「
公
正
さ
」

（
好
き
嫌
い
や
利
害
に
と
ら
わ
れ
ず
、
公
平
に
ふ
る
ま

う
）
、
「
寛
容
性
」
（
相
手
の
立
場
を
理
解
し
、
自
分
と

異
な
る
意
見
を
尊
重
す
る
）
が
、
平
成
十
年
度
で
は

学
校
が
担
う
べ
き
と
す
る
割
合
の
方
が
上
回
り
、
逆

転
し
て
い
ま
す
（
図
―
1
0
）
。

図一7　いじめの発生件数正常な教育活動を行うことが困難な学級
(平成10年度の年間発生数)

表－6

-

図一8　学校教育の持つ意味、役割図一10　子どもを育てる上での家庭と学級の役割
　　　　　(平成10年と昭和59年との比較)

特
集
・
多
様
化
す
る
教
育
環
境
と
社
会
③
子
ど
も
の
教
育
環
境
と
そ
の
変
化
へ
の
対
応

図一9　家庭教育で必要なこと
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②
―
今
後
の
学
校
教
育
の
内
容
・
方
法

　
今
後
の
学
校
教
育
の
内
容
と
し
て
必
要
と
考
え
る

こ
と
を
二
つ
選
択
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
思
い

や
り
や
豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
」
を
選
ん
だ

人
が
六
五
・
七
％
と
圧
倒
的
に
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
「
子
ど
も
の
個
性
に
応
じ
た
教
育
」
（
三

二
・
四
％
）
、
「
人
権
尊
重
の
意
識
を
は
ぐ
く
む
教
育
」

(
二
九
・
九
％
）
と
続
い
て
い
ま
す
（
図
―
1
1
）
。

ま
た
、
今
後
の
学
校
教
育
の
し
か
た
で
必
要
と
思

う
も
の
を
二
つ
選
択
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
突
出

し
た
も
の
は
な
く
、
三
割
台
半
ば
か
ら
二
割
強
の
間

に
並
ん
で
い
ま
す
。
「
活
動
的
な
学
習
を
進
め
る
た

め
の
体
験
的
な
学
習
」
（
三
五
・
一
％
）
、
以
下
「
自

分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
（
三
四
・
五
％
）
、
「
表
現
力
を
つ
け
さ
せ
る
た

め
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
（
討
議
）
な
ど
話
し
合
い
の
活
動
の

充
実
」
（
三
一
・
一
％
）
と
続
い
て
い
ま
す
（
図
―

1
2
）
。

　
　
「
体
験
的
な
学
習
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度

に
文
部
省
が
行
っ
た
「
子
ど
も
の
体
験
活
動
等
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
中
で
も
、
生
活
体
験
や

自
然
体
験
が
豊
富
な
子
ど
も
ほ
ど
道
徳
観
や
正
義
感

が
身
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
「
小
さ
い
子
ど
も
を
背
負
っ
た
り
、
遊
ん

で
あ
げ
た
り
し
た
こ
と
」
と
い
っ
た
生
活
体
験
が
豊

富
な
子
ど
も
や
、
「
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫

を
捕
ま
え
た
こ
と
」
と
い
っ
た
自
然
体
験
の
豊
富
な

子
ど
も
は
、
「
友
達
が
悪
い
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、

や
め
さ
せ
る
」
、
「
バ
ス
や
電
車
で
席
を
ゆ
ず
る
」
と

い
っ
た
正
義
感
・
道
徳
観
が
身
に
つ
い
て
い
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
加
え
、
地
域
社

会
に
生
き
る
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
培
う
こ
と
や
、

実
践
的
に
生
き
て
働
く
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
か
ら

も
、
学
校
教
育
の
中
で
の
「
体
験
的
な
学
習
」
の
必

要
性
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
―
教
育
改
革
へ
の
期
待
と
学
校
・
家
庭
・
地
域

　
　
と
の
連
携

　
今
後
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
教
育
改
革
と
し
て
三

つ
を
選
択
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
教
員
の
資
質

向
上
」
が
五
六
・
四
％
、
「
教
育
の
内
容
や
し
か
た

の
改
善
」
が
五
二
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
続
き
「
学
校
と
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
の

拡
大
」
（
五
一
・
○
％
）
、
「
家
庭
教
育
の
充
実
」
(
三

六
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
以
外
の
改
革
も

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
(
図
―
1
3
）
。

　
学
校
と
家
庭
・
地
域
社
会
が
連
携
し
て
い
く
う
え

で
必
要
な
こ
と
と
し
て
は
、
「
学
校
と
家
庭
や
地
域

が
本
音
で
話
し
合
え
る
場
が
あ
る
こ
と
」
（
五
四
・

三
％
）
や
「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
間
で
適
切

な
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
（
四
五
・
三

％
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
適
切

な
役
割
分
担
の
も
と
で
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
話

し
合
い
を
通
し
た
「
開
か
れ
た
学
校
」
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
(
図
―
1
4
）
。

図一11　これからの学校教育の内容として特に必要と思われること図－12　学校教育のしかたとして特に必辱と思われること

図一13　教育改革として今後特に力をいれるべきこと図一14　学校・家庭・地域の連携のために必要なこと
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